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　皆さんこんにちは。ご多用のなかご出席いただきありがとうござい

ます。また、本日は国際ロータリー第2770地区国際奉仕委員会副委員

長の堀口様ようこそいらっしゃいました。今年は、第5グループ8クラ

ブの共同事業で国際奉仕プロジェクト補助金を使用した国際奉仕事業

、識字率向上のためフィリピン、サンファン市の幼稚園に教育的文具

の支援を行いましての報告においでいただきました。後ほどよろしく

お願いいたします。

　話は変わりまして先月の新聞にあったのですが、皆さんが学校で習

った歴史の教科書といまの中高生が使用している教科書はかなり違っ

ているそうです。昔は古墳時代大和朝廷と習いましたが、今では大和

政権、大和王権となっておりさらに、ヤマト政権、ヤマト王権に変っ

てきております。また、お札で見慣れた聖徳太子は実在しなかったと

か、鎌倉幕府が開かれたのも1192年ではなかったなどが書かれていま

す。新聞には昭和生まれの歴史知識は、平成の世にあっては通用しな

い。と書かれておりました。歴史の基礎中の基礎、中学校教科書は、

この30年の間に、驚くほど多くの記述が書き改められているそうです

。それはなぜなのか？歴史は日々、新たな研究によって手直しを受け

まして歴史学会で新説が提出され、それが大方の了解を得て通説にな

るには30年位かかるそうです。その成果は学校での教え方にも影響を

およぼします。2014年度から高校生が使う日本史教科書に、これまで

の「常識」を疑う記述が続々盛り込められたのと、歴史教育は難しく

なってきています。歴史認識の違いは政治問題にも繋がります。争い

があるなら争いとして触れる。史実を究める試みには限界もあるとい

うことなら教えられるし、学びがいもあると思います。 

本日は、「これからのロータリー」ということで、古賀会員、宮島会

員、長沼会員より卓話をいただきます。

　また、例会終了後に50周年記念事業「アッピーからくり時計」贈呈

式を東保健センターにて執り行いますのでよろしくお願いいたします

。

会長あいさつ第２４８８回　例会
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島村　健会長

奉仕を通じて平和を

行事予定

　　５月２日　定款の規定により休会

　　５月９日　卓話

　　　　　　　上尾北ＲＣ　細野　隆司様

　　５月１６日　卓話

　　　　　　　　弁護士　藤木　和子様

　　５月２３日　クラブフォーラム④

　　５月３０日　卓話　

　　　　　　　　地区VTT　倉金　由幸様

　　　　　　　　地区資金推進委員長

　　　　　　　　　　　　　松村　繁様
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貫となって日々精進しております。おかげさまで

新しいお客様が少しずつ増えていることに大変感

謝の気持ちで一杯でございます。先日から隣の高

層マンションに入居者の方が続々と引っ越してき

ております。一昨日も引越し祝いということで、

お客様がご来店してくれました。笑顔で帰ってい

ただく姿を見送りながらたくさんの活力をいただ

いております。本日はご清聴ありがとうございま

した。

古賀昇会員

　これからのロータリ

ーということで、まず

私がこれからどうなる

のかと考えさせていた

だきました。まだまだ

ロータリーの事を分か

っていなくて若い頃はこういった団体に入るのは

苦手で喋ることも大嫌いでした。会社を始めた時

、いろんな団体に誘われることが非常に多く、全

て断り続けてきましたが、97年に青年会議所に入

る事になりましてちょうどその年に結婚もして上

尾に引っ越して来ました。この青年会議所の活動

で団体に入る事に抵抗がなくなりまして、それか

らいろんな団体に入らせていただきました。ここ

で困ったのが私の妻で結婚後1週間でほぼ別居状

態になってしまってもう半年間一緒に家に住みな

がら会話がまったくない状態なりましたが、やは

り家族があって今の私がいると気づき現在では妻

を大事にしていく事を一番に考えています。これ

からも妻ともどもこの上尾に地で色々を頑張らせ

ていただく事を考えますとこの上尾ロータリーに

入会した事は私にとって素晴らしいことだと思っ

ております。これからも分からないことがたくさ

んあると思いますけれども上尾のこれから、自分

のこれから含めてロータリーで見つけていきたい

と思います。本日はご清聴ありがとうございまし

た。

AGEO ROTARY CLUB

幹　事　報　告

委員長報告

50周年記念実行委員会　細野宏道副実行委員長

　記念誌に関しまして

ですが、皆様のご協力

のおかげで順調に作成

を進めております。6月

末の最終例会までには

皆様のお手元に配布を

するスケジュールを立てております。幹事よりお

話がありましたが、本日の例会終了後からくり時

計贈呈の写真撮影を行います。この写真は記念誌

に掲載をする予定です。よろしくお願いいたしま

す。

齋藤博重幹事

◆4月25日にゴルフコンペがございます。また、

　例会につきましては夜間例会となります。まだ

　、このコンペの参加枠に余裕がありますので参

　加ご希望の方はご連絡ください。

◆本日、例会終了後上尾東保健センターにてから

　くり時計贈呈式を行います。皆様のご参加よろ

　しくお願いいたします。

　今回、会員の皆様からお預かりした3000ドルを

使ってフィリピン3～6歳くらいの子供達の識字率

向上の教材、文具一式が入ったナップサックを寄

付しました。今回第5グループを含めまして75ク

ラブ2770地区で行なった国際奉仕これはグローバ

ルを含め12グループ中4クラブのエントリーで

33.3%の達成率、75クラブ62クラブが国際奉仕を

本年度行なっています。まず私達が支援している

フィリピンの首都近郊のマニラではいまでも物々

交換をして食料などを手に入れている人達がいま

す。また、ストリートチルドレンがたくさんいて

ご飯を食べられない子供たちがたくさんいます。

クラブでは栄養失調の子供たちを集めまして、食

事の提供を行なったりしております。また、育て

ることが難しくなり置き去りにされた子供たちを

保健センターにて保護をしております。そこで代

理母に授乳をお願いしております。これはフィリ

ピンのロータリーの方が行なっている事業です。

本当に私は国のやることではないのかなと日々、

葛藤をしております。

　本当に私達がやらなければいけないことなのか

？国がやればこんなことにならないのではと思う

こともあります。やはり肌の色が違う言語が違う

眼の色が違うから他の国の子供は死んでも関係な

いというわけにはいけません。人の命を大事にし

ようとロータリーの人が国際奉仕で頑張っており

ます。これまでの活動に対してフィリピンのサン

ファンウエストから感謝状をいただいております

。私もフィリピンへ何回も行っておりますが、年

々治安も良くなってきております。ストリートチ

ルドレンの少なくなりましたが、まだ道路で寝て

いたり或いは高速道路の路側帯や中央分離帯で生

活している人も居ます。アジアにはベトナム、ミ

ャンマー、ラオス、その他の国が貧困などで苦し

んでいる国があると思います。どの国でも結構で

ございますので皆様のお力添えをいただきたいで

す。次年度の新地区補助金申請は4月末日でござ

います。国際奉仕であっても国内奉仕であっても

この期限に間に合うように申請をしていただきた

いと思います。

ゲスト挨拶

国際ロータリー第2770地区国際奉仕委員会

桶川イブニングRC　　　　　堀口勝男様

　みなさん、こんにち

は本日は島村会長にご

無理を言いまして、大

切な例会の時間をいた

だけることになりまし

た。本日、お話させて

いただく内容は国際奉仕についてと次年度に向け

ての新地区補助金を利用するにあたってのお話を

したいと思います。私はロータリーに入りまして

約4年半となりました。この間、3年間私は国際奉

仕の部門に在籍しております。本当に素晴らしい

先輩に恵まれてこの国際奉仕委員会で勉強させて

いただいております。

AGEO ROTARY CLUB

卓　話

　本日、お見せした映像はほんの一部でございま

す。出来れば現地に行っていただいて新しいプロ

グラムを組んでいただければというお願いを申し

上げまして私からの報告させていただきます。あ

りがとうございました。

長沼大策会員

　あらためまして、こ

んにちは。昨年秋に入

会させていただきまし

た長沼大策です。

　本日は少々、私が地

元で行っているささや

かな活動の一部をご紹介させていただきます。

わたくしの所属するNPO法人が今月末、4月30日

にオープンをいたします。法人が活動する施設の

名称は「情報・賑わい発信ステーション　あぴっ

と！」と言います。この組織は2年前、街に賑わ

いを創造するための研修からスタートしました。

研修を経て組織されたわたしたちNPO法人は、微

弱ながらも、街の活性化に役立ちたい、個人商店

さんたちを応援したいという気持ちで、少しずつ

準備をしてきた団体です。活動に於きましては、

決して平坦な道ではありませんでした。上尾市役

所各部署の要職の方に、何度となく審査と称する

面接を繰り返し、マスタープランや提言などに則

り鑑みた企画書をつくって、この施設の公募があ

って、ようやく使用を認めていただいた次第です

。市外から来た方々に、上尾の街でお土産を買っ

てもらうことも重要だということで、着眼しまし

たのが県立武道館です。ここには年間で16万人も

の来館者がくるのですが、武道の大会をおえると

そのまま上尾で買い物をせずに帰ってしまってい

たのです。そこで武道館の土産品を作ろうとなり

ました。ご協力いただいたのは新井屋呉服店様で

す。企画意図を説明し、「マフラータオル」と「

手ぬぐい」の製造をお願いしましたら、二つ返事

でＯＫをくださり、とても嬉しかったです。

本日のテーマ「これからのロータリー」ですが、

わたしは地域に密着した奉仕活動を継続していこ

うと思っています。

　話かわりまして「あぴっと！」は市内のインフ

ォメーション業務がメインなのですが、レンタル

ボックスも設置しており、地域の方々の交流の場

にしようと思っています。レンタルボックスでは

複数の福祉事業所の商品もおかせていただき、委

託販売させていただく所存です。こちらも売上が

あがることで、福祉事業所の利益がアップし、児

童や職員さんが喜んでいただければと考えていま

す。このほかにも地域の交流、上尾に居ながら東

日本大震災被災地の支援をすることなども、視野

にいれております。どうぞ「あぴっと！」をよろ

しくお願いいたします。

　地域に貢献しながら、歴史と伝統のある上尾ロ

ータリークラブの名に恥じない活動を行い、そし

て会員を拡充させながら、当クラブの発展に努め

させていただく所存です。引き続きよろしくお願

いいたします。

宮島亜矢子会員

　本日は卓話させてい

ただくということで、

数日前から大変緊張し

ておりました。何を話

していいのかまったく

思い浮かばず大変悩ん

でいた次第でございます。人前が話をするのが大

変苦手なので、この卓話の時間をいただいてとて

も勉強になりとても感謝しております。本日、こ

れからのロータリーということで卓話のテーマを

いただいておりましたが、そのような事を語れる

ほど私自身がロータリーに貢献しておらず皆様に

は多大なるご迷惑をお掛けしておりますことを大

変申し訳なく思っております。話は少し変わりま

すが、鰻が稀にない高騰となっておりまして、弊

社も難行苦行の時に差し掛かっております。軒並

み鰻屋さんが閉店に追い込まれているという事を

聞きますと他人事ではないと痛感しております。

　一時期は胃が痛くなるほど悩んだ時期もござい

ましたが、今は新しいスタッフを含め従業員が一


